




















































































































































国、韓国などで全集、作品集が出版され、翻訳は世界 40 ヶ国を上回る （10）。
　その芥川の、最も死に近接した作品の一つが『歯車』である。自筆原稿








































































　『歯車』の文量は、400 字詰め原稿用紙 70 枚ほど。一 レエン・コオト、
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